
                                                                   

 

 

 

 

子どもたちは遊びが大好き！でも、その中の1つである「かくれんぼ」をしない子が増え

てきているって知っていましたか？正確的には「やらない」のではなく「できない」です。 

なぜ「かくれんぼ」ができないの？？ 

 

・隠れていられない 

・隠れていたけど出てきちゃう    これでは、「かくれんぼ」の意味ないですよね。 

・鬼じゃないのに教えてしまう 

なぜなら・・・ 

１：「隠れてじっとしている自己抑制力」がない。 

２：「僕ここにいるよ！の自己掲示力」が強すぎる。この２つが大きく関係しているそうです。 

  自己抑制力とは・・・我慢する力のこと、自分と相手の思いが違った時に自分の 

            気持ちをコントロールする力。 

 

自己抑制力（我慢する力）は、小さな子どもは身に付いていないのが当たり前です。なんとか身

に付くように周りの大人が導いていくことが必要です。しかし、すぐには身に付きません。繰り

返し伝えていくことで習慣的に身に付いていく力です。 

 

今まで家庭の中で好きなように過ごしてきた子どもが、幼稚園や保育園など集団の中に入ること

で「自分の主張が通らないことがある」ということを経験します。その時に必要になってくるの

が、感情をコントロールする「自己抑制力」です。 

 

「わがままと我慢の境目はどこ？」と線引きに戸惑ったり悩まれる方も多いと思いますが、集団

の中でどのように過ごしてほしいか、社会生活をする上で子どもが困らないように等、お父さん

お母さんの考えを基準にご家庭での境目を判断してもいいと思います。 

 

なんでもかんでも「わがまま」と決めつけるのではなく、時と場合によって許されることと許さ

れないことがあるということを伝えていくといいでしょう。 

 

周りの人との衝突が起こった時、子どもは初めて自分以外の人にも言いたいことがあるというこ

とを知ります。その経験の中で、相手との折り合いをつける力を身に付けていきます。最初は親

が折り合いの提案をするなどして手助けし、最終的に自分で判断できるようにしてあげましょう。 

子どもの意見をしっかり受け止め、個性をつぶさないように育てていきたいですね！ 

★大人になってから恥をかかないように、赤っ恥は子どものうちに！の思いで繰り返し伝えてい

きましょう！ 次回は「自己抑制力を育てるトレーニング」についてお伝えしていきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クローバーだより     

201９年12月６日 

名古屋柳城短期大学附属 

三好丘聖マーガレット幼稚園 

          林 知子 

  《子育て相談》 

 自分の子育てにこれでいいのかな？と不安に思われた時、こんな時どうしたら 

いいのと思われた時にお話にいらっしゃいませんか？保育経験者がお話しさせて 

いただきます。お電話で予約していただき、ご都合の良い日を決めさせていただ 

きます。 TEL ０５６１－３６－８３７３  お電話お待ちしています  

 

おりがみ折ってみよう！ 


